
堀内大造市長に対する辞職勧告決議 

 

令和７年の当初予算の否決、病院関係予算の否決など、理事者側の提案が検討不

十分で議会での議決を得られないことが続いています。令和８年９月議会におい

て、市立病院の建て替えに対する新しい方針が示されましたが、最初の方針からこ

こまで４年に近い歳月を空費しているばかりか、今回の内容も財政面での詰めが不

十分なものとなっています。この間の行政運営について、市民の間からも大和高田

市の行政の停滞感を不安視する声が上がっています。 

行政停滞の背景には市役所内での職員の士気低下があります。若手、中堅職員の

退職増加とともに、管理職級職員でも職務の意欲が薄れたり、退職に至っている事

例があります。この問題に市長個人の責任がどの程度関わるのか慎重に精査してき

ましたが、本９月定例会での議論を経て、市長個人の責任が重大であると判断いた

しました。 

本９月定例会において、令和２年７月３１日に市長が私的な懇親会に職員を随行

させていたことに関して、政治倫理条例違反の疑いで調査特別委員会が設置され、

市長は「軽率な行為であった」と反省を表明されました。 

市長は職員との信頼関係づくりとして、飲食や私的な懇親の場に職員を誘い、同

行させるといったことを行ってきましたが、公私の分別を欠く、行き過ぎたもので

あったと言わざるを得ません。市長と職員の力関係への認識が甘く、配慮を欠いて

おり、職員にとって負担となるものであり、また職員間に不和と派閥意識を生じさ

せ、職務評価や人事に対する公平性に疑問を生ずるなど、かえって職場の士気と信

頼の喪失を生じさせています。 

この状況では本市が取り組むべき課題に市役所が一致して取り組むことは難し

く、堀内市長に行政の長として市民に対する責任を託すことができません。 

行政の長として市政運営に対する責任を問い、辞職を勧告するものです。 

 

以上、辞職勧告決議を提出します。 

 

 

令和８年９月３０日 

 

大和高田市議会 


